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本町では、遺跡・文化財の保護・活用の円滑な運営を進める

ために平成 4年 7月 21日 に高根町遺跡調査会を発足いたしまし

た。

町内には原始・古代から中近世にいたるまでの貴重な遺跡の

分布状況が、踏査等によって明らかにされ、ほ場整備事業に伴

う発掘調査によっても数々の成果があげられております。

こられの文化財は先人が残 して くれた過去からのメッセージ

であり、現在から未来へ と引き継ぎ、文化財の充実を図ること

を目標 としています。

文化財を広 く公開 。調査 。研究することによって、今後の社

会・経済等の子旨針を裏付けるものとしての役害Jを 担っていると

思われます。

本書は、株式会社キ トーのスポーツ公園造成に伴い、平成 4

年11月 より平成 5年12月 まで発掘調査された次郎構遺跡の報告

書であります。

日本の長い歴史のなかで、歴史的事実として認識されている

ものはごくわずかであり、土中に保存されているもののなかに

は、この歴史的事実を実証するものもあれば、これを覆すもの

もあり、本書がその一助 となれば幸いです。

この度は、株式会社キ トーの御理解 と御協力により現地調査

を行い数々の貴重な発見がありました。ここに、改めて感謝申

し上げるしだいです。

終 りに今回の調査に御協力・御指導いただいた、関係者の皆

様に深 く感謝申し上げます。

平成 8年 3月 31日

高根町遺跡調査会会長

高根町長 大 柴 恒 雄
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1.本書は、山梨県北巨摩郡高根町下黒沢字打越2801番地外に所在 した次郎 構 遺跡の発掘調査
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3.調査は、平成 4年度 と平成 5年度に行い、遺物整理は平成 7年度に行 った。
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第 I章 調査状況

I 調査に至る経緯 と経過

株式会社キ トーでは、高根町下黒沢字打越に高根研修所があ り、その隣接地に保養所 とスポ

ーツ施設を設けることが計画され、高根町教育委員会に遺跡の有無の照会があ り、計画地一帯

の踏査を行い遺物を確認 し、遺跡であることが判明 し、株式会社キ トーにその旨を報告 したが、

詳 しい遺構の分布状況及び分布状態を把握するために試掘調査 を行 うこととした。試掘調査 は、

工事区域が広範囲で桑畑及び荒れ地等であったことから重機によって行い、ほぼ半分の区域か

ら遺構が検出された。これらの結果に基づ き、山梨県教育委員会・町企画室・株式会社キ トー

と当教育委員会で協議 を行 った結果、調査は高根町遺跡調査会が行 うこととした。

調査は、平成 4年 11月 から調査区東側から調査に入 り、開始当初から重機による表土除去作

業 と並行 して作業員による遺構確認作業を行った、季節が ら霜柱、上の凍結や降雪に悩 まされ

ながらも、遺構確認カリ贋調に進み、確認後順次遺構の掘 り下げを行ったが、上の凍結により遺

構内の覆土 と一緒に遺物が上がってしまった り、凍結による破損が激 しくなり、作業効率の低

下がみられたため、やむをえず一旦発掘調査 を休業 した。休業期間中は、確認された遺構のす

べてに上をかけ、その上にビニールシー トをかけて遺構面及び遺物の確保 と保護 を行 った。

調査の再開は、遺構及び遺物の保護面から考慮 して平成 5年 6月 から引き続 き行い平成 5年

12月 17日 に現地調査 を終了した。

Ⅱ 調査組織

1 発掘調査地

山梨県北巨摩郡高根町下黒沢字打越次郎構

調査主体

高根町遺跡調査会

調査機関

次郎構遺跡調査団
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調査組織

《高根町遺跡調査会組織》

会  長  町

副 会 長 教 育 委 員 長

監

町文化財審議会会長

学 識 経 験 者

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

教 育 庁 学 術 文 化 課

県埋蔵文化財センター

町  収  入  役

町 監 査 委 員

≪高根町次郎構遺跡調査団組織≫

団  長  町教育委員会教育長

副 団 長  町教育委員会事務局長

調査担当  高根 町 教 育 委 員 会

調 査 員

(後任 跡部義幸)

(後任 清水正也)

(後任 保坂康夫)

(後任 清水喜―)

(後任 小池益太郎)

(後任 中鳴靖)

(後任―刻ヽ清水淳三)

(後任 中鳴靖)

(後任 小清水淳三)

事 務 局

事務局長

事務局員

町教育委員会教育長

町教育委員会事務局長

社 会 教 育 係 長

社 会 教 育 主 任

大 柴 恒 雄

清 水 教 昭

手 塚 洋 一

加々見光栄

五 味  彰

興 水 正 弥

田 丸 又 一

川端下成男

浅 川 和 典

山 本 千 杉

八 巻 洋 二

谷 口 彰 男

小 野 正 文

八巻典志夫

原  重 信

小 尾 章 雄

中 鳴 新 蔵

興 水 悦 朗

雨 宮 正 樹

榎 本  勝

中 鳴 新 蔵

興 水 悦 朗

原  一 元

雨 宮 正 樹
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Ⅲ 周辺の地罪

高根町は、山梨県の北西部に県境として答えている八ヶ岳の南麓に広がる高原の町である。

この山は、日本列島を東西に三分する大地薄帯上 (フ ォッサマグナ)に噴火した火山性の山で

あり、噴出物の特性のため裾野は比較的なだらかな地形 (台地状をていする)であるが、町内

東部は飯盛山火山群に属するため、この周辺はやや急峻である。

八ヶ岳からつづ くこの台地は、国道141号線の韮崎から小諸へ抜ける途中の弘法坂付近で合流

する大門川と川俣川によって 2つに区分することができ、北側は標高約1,000m以上の亜高山帯

に属し、南側は標高約600mか ら約900mの範囲で高根町の主要部を占め、基幹作物は水稲等を

主としている。

町の東は、八ヶ岳の赤岳を水源とし南流する川俣川 。大門川 (須玉川)に よって侵食された

比高差約40～ 50mを 測る垂直に切 り立った崖が20数km南北につづき、北は前述の南北に折 り重

なるように列になった八ヶ岳連峰によって隔絶された地域となっている。唯一開けた西側も隣

町である長坂町及び小淵沢町の西側を南流する釜無川 (富士川)に よって隔絶されているが、

この両河川に挟まれた台地は、南北20数 km、 東西の最大幅は10数kmを 測 り、台地上を流れる小

河川は南流し、前述の両大河川に合流している。

IV 周辺の地質

八ヶ岳は、本州 を中央で二分する大地濤帯三糸魚川静岡構造線上に噴火 した火山群で、その

生成時期は地質年代で第二紀末から第四紀の洪積世前期 といわれ、形成 している熔岩はいわゆ

る輝石安山岩類で標高1,000m以上に分布 し、それ以下の広大な山麓の斜面は、熔岩の粉砕物

や、噴火による堆積物からなる火山質腐植上の黒褐色をした表上が覆っている。

標準的な土層堆積状態は上から、黒色土 (20～ 40cm)、 ローム層 (3～ 4m)、 御岳山を起源

とする細粒軽石層いわゆる鹿沼土 (40～ 60cm)、 自色系粘土層 (10～ 20cm)、 暗赤褐色礫粘土層

(八 ヶ岳火砕泥流)と なる。

V 遺跡の立地

当遺跡は、国道141号線 (佐久甲州街道)の須玉町若神子で分岐する県道須玉八ヶ岳公園線を

北上 した沿線沿いに所在する、町指定文化財『原山神社』のす ぐ南の標高約620mを測る台地上

に立地 している。

原山神社は、町誌によれば延元元年 (1336)の勧進 といわれ、本殿には安永 7年 (1778)の

上棟の棟札があり、棟梁河内領下山村松本喜内の墨書がある。かつては、63体の人形浄瑠璃用
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の人形があり、祭典には氏子の人たちによって演じられたというが現在は人形も無 く形骸もな

い。原山神社本殿の下には鈴石と呼ばれる石が御神体 となって万Eら れているが、町内の昔話に

よれば、F音、若神子村から甲村に入る坂道に大きな石があった。この石は、月のよい夜は、独

りでにチリチリと鳴ったので、鈴石 とも鈴石様 とも呼ばれた。この石は、たいそう霊験あらた

かで、数々の祈願をかけると、たちまち御利益を受けることができた。石に御宿願をかけて御

聞届になるときは、石の中で鈴がなったそうである。このような霊現あらたかな石を路倍に置

くことは勿休無いということで黒沢村へ移し神様 として勧進しようということになった。早速

村全員で鈴石の運搬にあたったが、原山神社の辺 りまできたときに動かなくなったため、御神

休 として納め、その上に神社を勧進した。』という話であるが、石について述べるならば、古来

より利用してきた石に対して一種の神格化をしたと思われるが、このような伝承は縄文時代の

遺跡と重なりあうことが見受けることができる。

この付近は、交通の要所の地であり国道141号線・JR中央本線・中央自動車道がほぼ並行 し

て南北に縦断して、長野方面に向かっている。

遺跡は、原山神社の南側に広がり、東側の小山の斜面には下黒沢の共同墓地がありそれから

続 く、微高地からそれにつながるテラス状の低地への連続した比較的平坦面を形成し、現況は

桑畑・読菜畑・荒れ地である。

Ⅵ 周辺の遺跡

この台地上には南流する小河川が数条あり、この小河川によって開析され、肥沃化された土

地は古 くから開拓されてきたが、下黒沢周辺では小河川が分数合流することにより水量が増え

ることにより、侵食が激しく遺跡の存在する台地は広いところもあれば馬の背状にやせている

場所もある。昭和37年に作成された県下の埋蔵文化財分布調査台帳によれば、42ケ 所の遺跡が

記載され、昭和61年に高根町教育委員会が行った埋蔵文化財分布調査では142ケ所の遺跡が確認

されているが、下黒沢一帯では遺跡の分布状況はまばらではあるが、これは付近一帯が現在も

開墾の手がほとんど入らず、山林 として残されていることも一因であろう。

これらの遺跡の多くは、縄文時代中期 と平安時代を中心としているが、昭和58年に発掘調査

が行われた下黒沢字湯沢遺跡からは平安時代の官行的な意味合いの強い遺構及び遺物が検出さ

れていることなどから、この地域一帯の中心地であったと思われる。以下にこの周辺で調査さ

れた遺跡について若千の説明をしてみたい。

lは 『湯沢遺跡』で昭和58年に峡北地域中核工業団地造成工事に伴う発掘調査が行われ旧石

器、縄文時代中期の住居址 8軒、平安時代の住居址27軒が検出され、その遺構の配置状況及び

規模等から官衛的な遺跡であると思われる。 2は 『神取遺跡』で平成 4年に県営ほ場整備事業

に伴う発掘調査が行われ、縄文時代早期、中期から古墳時代・平安時代の集落が検出されてい
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る。 3は 『日影田遺跡』で平成 5年に県営住宅建設に伴 う発掘調査が行われ、縄文時代中期、

近世の遺構が検出されている。 4は F頭無遺跡どで昭和48年に中央自動車道西宮線建設工事に

伴う発掘調査が行われ、縄文時代中期の住居址15軒、古墳時代初頭の住居址 2軒が検出されて

いる。 5イま『柳坪遺跡』で、ここは中央道の本線工事に伴 う発掘調査が昭和48年に、インター

チェンジ建設工事に伴う発掘調査が昭和59年 に行われ、縄文時代中・後 。晩期、弥生時代中 。

後期、古墳時代、平安時代の集落が検出されている。 6は 『西ノ原遺跡』で、昭和60年に県営

ほ場整備事業に伴い調査され、縄文時代中期の遺物 と古墳時代の遺構が検出されている。 7は

F下風呂遺跡』で平成 2年に県営ほ場整備事業に伴い発掘調査が行われ、縄文時代中期の遺構

が検出されている。 8は 『梅ノ木遺跡』で昭和57年に県営ほ場整備事業に伴い発掘調査が行わ

れ、縄文時代中期の遺構が検出されている。 9は 『川又坂上遺跡』で昭和57年 と平成 4年に団

体首ほ場整備事業と八ヶ岳広域農道建設に伴い発掘調査が行われ、縄文時代中、後期・平安時

代の遺構が検出されている。

ⅥI 調査方法

試掘調査の結果により工事対象面積のほぼ半分から遺構の広が りが確認されたことにより、

面積が広範囲であるため、重機によって表土を除去 し、遺構の確認及び掘 り下げは人力によっ

て行 った。

遺跡内に任意で20m四方のグリッドを設定 し、その中を 4等分 して10mを サブグリッドとし

て遺構の確認状況に合わせて調査を行った。グリッ ドは、東西に東からアルファベ ッヽトで、南

北に北からアラビア数字で番号を付 した。

第H章 調査の成果

I遺 構

1 住居址

確認された住居址は、遺跡内のほぼ中央付近にある隠れ沢の黒色上の堆積 を掘 り込んで構築

されてお り、遺構精査中に遺物の集中した部分のほ とんどが住居址で、検出遺構の状況はまば

らではあるが近接 し、単独で存在 している。以下に個々に説明していきたい。

第 1号住居址

(位置)調査区中で最 も東に位置するA-3-2グ リッ ドにある。
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(形状・規模)ロ ーム層を掘 り込んで造 られていた住居であるが、全体的に耕作による削平を

受けてお り壁の立上 りは一部不明であるが長軸約3.6m、 短軸約 3m前後の楕円形 と推定 され

る。

(炉)住居址の中央よりかなり北側に偏って位置する。 1辺約60cmの ほぼ方形を呈する石囲炉

で炉石の設置状態は非常によく、長 く使用されていたようで炉石の石の表面は激 しく剥落 し、

石 自体にも亀裂が入っていた。炉の堀 り方は東西南北 とも70cmの ほぼ方形を呈 し、深さは床面

より30cmを 測る。

(柱穴)ピ ットは 6ケ所確認されているが、どの柱穴 も細 く浅いため住居のピットと断定はで

きないが、ピットの位置関係から判断すればPl・ 2・ 3・ 4が妥当であろう。

(そ の他の施設)遺構内中央よりやや南に偏った位置に第159号土坑があり、この住居に伴 うか

どうかは不明である。

(出土遺物)住居内の覆土は非常に薄 く遺物の出土は極少量であった。

Ａ
一~‐

庁
―

_r翠 62060o

I①

l∪

∞ヽ
障Ａ

土層説明
1-黒褐色粘土層 (し まり、粘性なし)

H―茶褐色粘土層 (し まり、粘性ややあり)

Ⅲ―赤褐色粘上層 (し まり、粘性ややあり)

〔V― 黒褐色粘土層 (し まり、粘性あり)

第 3図 第 1号住居址実測図
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第 2号住居址

(位置)B-5-2グ リッ ドにある。

(形状・規模)全体的に耕作による削平を受けてはいるが、壁の立上 りは10cmほ ど残ってお り、

直径約5.3mの 円形を呈する。

(炉)住居 l■の中央よりかなり北側に偏って位置する。すでに炉の石は抜 きとられてお り、炉

を堀 り進めた段階で南の炉石 と思われる礫が 1個 と土器片が 8点出土 したのみである。

lTHり 方は直径約 130c/mの ほぼ円形を呈 し、深さは床面より約30cmを 測 り、焼上の残存状況は良好

であった。

(柱穴)ピ ットは住居内に 6ケ所確認され、住居外にも2ケ所あり、住居内の位置関係や深さ

か らPl・ 2・ 3・ 4が主柱穴 と考えられるが、外の 2ケ所 も関係があるのか もしれない。

(そ の他の施設)住居の壁直下に深さ10cm程度の周濤が全周 し、この周濤の内側に正位の埋甕

が 1基認め られ、屋内の施設 と考えられる。

(出土遺物)遺構が確認できた場所は、黒色上の堆積があ り、遺構精査中より遺物の集中する

場所であ り、 トレンチを設定 し遺構の確認を行 うことができた。床面直上からほぼ完形の上器

が 5個体ほど出上 している。

第 3号住居址

(位置)B-5-1グ リッドにあ り、第 2号住居址の近 くに存在する。

(形状・規模)第 2号住居址 と同様に全体的に耕作による削平を受けてはいるが、壁の立上 り

は10cmほ ど残ってお り、直径約 5mの ほぼ円形を呈する。

(炉)住居 l■のほぼ中央東よりに位置する。炉の残存状況は非常に良 く、東側 を除いた三方位

に40cm～ 50cmの 範囲で平石 を敷 き詰めた施設が造 られていた。炉 自体の石はすべて平石 を用い

て造 られて北側が若千開 く造 りであった。 1辺 50～ 70cmを 測 り、ほぼ方形を呈する。

堀 り方は直径約80cmの ほぼ円形を呈 し、深さは床面より約30cmを 測る。

(柱穴)ピ ットはloヶ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さからPl・ 2・ 3・ 4・ 5。

6が主柱穴 と考えられる。

(出土遺物)遺構が確認できた場所は、黒色上の堆積があ り、遺構精査中より遺物の集中する

場所であ り、 トレンチを設定 し遺構の確認を行 うことができた。床面直上から出土 した遺物は

ごくわずかであ り、出土遺物のほとんどが炉より北側の比較的高い位置で確認されている。

第 4号住居址

(位置)C-4-1グ リッ ドに位置する。

(形状 。規模)こ のグリッドから南西にかけて黒色土が堆積 した隠れ谷があり、遺物の集中す

る部分の調査によって検出された住居である。遺構内の覆土は比較的浅 く、壁の立上 りは約北
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2m Ш―赤褐色粘土層 (し ま

り、粘 性 なし)焼 土

粒を多量に含む

Ⅳ ―暗茶 褐 色 粘 土 層

(し まり、粘性なし)

ローム粒を含む

G

上層説明
I― 暗褐色粘土層

(粘性ややあ
り、 しまりな
し)

H―責褐色粘土層
(粘性、しま
りあり)

Ш一黒褐色粘土層
(粘性、しま
りややあり)

ローム粒を含
む

IW二 619400

lm

第4図 第2号住居址実測図 (1/80)、 炉 (1/40)
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土層説明
I―暗褐色粘土層

(しまり、粘性やや

あり)

H―茶褐色粘土層

(しまり、粘性やや

あり)

Ⅲ一赤褐色土(焼土層)

Ⅳ―黄褐色粘土層
(しまりあり、粘性

弱)

ロームブロックを含
む

第 5図 第 3号住居址実測図
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土層説明
I―黒褐色粘土層(粘性あり、しまりなし)

■―赤褐色粘土層(粘性ややあり、しまりなし)

娩土粒を含む
Ⅲ―赤色土層(焼土層)

Ⅳ―赤褐色粘土層 (粘性なし、しまりあり)

焼土粒を含む
V―責褐色粘土層(粘性なし、しまりあり)

ロームプロノクを含む
VI― 暗責褐色粘土層(粘性なし、しまりあり)

ⅥI―黄褐色粘土層(粘性あり、しまりややあり)

ローム粒を多量に含む

lm

第 4号住居址笑測図
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で20cm南 で 5 cmを 測る程度であった。このような状況から壁の精査により確認できた住居の規

模は、直径約5.6mの 円形を呈すると思われる。

(炉)住居l■ 中央部よりやや北側に位置する。すでに炉の石は抜き取られており、掘 り方のみ

が検出された。掘 り方は直径130cmの不定円形を呈し、深さ20cmを 測る。焼土の残存状況は良好

であった。

(柱穴)ピ ットは 5ケ所確認されており、住居内の位置関係や深さからPl・ 2・ 3、 が主柱

穴と考えられ、残 りの 1本は、第147号土坑により確認できなかった。

(そ の他の施設)遺構内あるいは切 り合いの関係 として第146。 147号土坑がある。

第146号土坑は住居との位置関係からこれに伴うものではないが、第147号土坑は壁を共有す

ることなどからこの住居の地設の一部と思われる。

(出土遺物)遺構が確認できた場所は、黒色上の堆積があり、遺構精査中より遺物の集中する

場所であり、 トレンチを設定し遺構の確認を行うこと
.が

できた。床面直上から出上した遺物は

ごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中央付近より北側の比較的高い位置で確認さ

れている。

第 5号住居址

(位置)C-3-4と C-4-3グ リッドに位置する。

(形状・規模)第 2号住居l■ と同様に全体的に耕作による削平を受けてはいるが、壁の立上 り

は20cmほ ど残っており、長軸約5.5m、 短軸約45mの南北に偏平する楕円形を呈する。

(炉)住居址中央部よりやや北側に位置する。すでに炉の石は抜き取られており、西と北側に

若千炉石の破片が残されているのみであり、掘 り方は直径110cmの 不定円形を呈し、深さ30cmを

浪1る 。焼土の残存状況は、良好であった。

(柱穴)ピ ットは 7ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さからPl,2・ 3・ 4が主

柱穴と考えられる。

(そ の他の施設)埋甕が 2ケ所より確認され南よりのものを埋甕 1と し、これより北へ70cmほ

ど離れた地′ミに埋甕 2が存左する。埋甕 1の依存状態は不良であるが、埋甕 2は良好であった。

(出土遺物)遺構が確認できた場所は、黒色土の堆積が厚 くなりはじめる地′ミであり、遺構精

査中より遺物の集中する場所であり、 トレンチを設定し遺構の確認を行 うことができた。

床面直上から出土した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中央付近より

北側からの比較的高い位置で確認されている。

第 6号住居址

(位置)D-3-2グ リッドに位置する。

(形状・規模)全体的には耕作による削平を受けており、壁の立上 りは20cmを 測り、直径約 6

--13-―



0埋ガメ2

く)埋ガメ
l

土層説明
I―黒褐色粘土層 (し まりややあり、粘性あ

り)

H―茶褐色粘土層 (し まり弱、粘性ややあ
り)

ロームプロック、焼土粒を含む
Ⅲ―暗褐色粘土層(し まり、粘性ややあり)

Ⅳ一黄褐色粘土層 (しまり、粘性B3い )

ロームブロンクを多く含む、焼成を受け
ている

V―暗茶褐色粘土層 (しまり、粘性なし)

焼土ブロノクを多く含む

F~ 618 700

1         1        1:m

第 7図 第 5号住居址実測図
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土層説明
I―褐色粘土層 (しまりややあり、粘性あり)

ローム粒、焼土粒を含む
Ⅱ―暗責褐色粘土層 (しまりややあり、粘性弱)

ローム、焼土ブロックを含む
III―暗褐色粘土層 (しまり、粘性ややあり)

Ⅳ―黄褐色粘土層 (しまりあり、粘性なし)

ロームブロックを多く含む

F
-619 39o

ヽ
ロ

μ
一

♀ 甲
第 8図 第 6号住居址実測図
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mの円形を呈 し、北壁の一部を残 して、周濤は壁直下に全周する。

(炉)住居址中央部 よりやや北側に位置する。炉を構成する北 と東の石は抜 き取 られているが、

残されていた石は現位置を保 っているようである。掘 り方は東西90cm、 南北80cmの 楕円形を呈

し、深さ30cmを 測る。焼上の残存状況は、良好であった。

(柱穴)ピ ットは 6ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さからPl。 2'3・ 4が主

柱穴 と考えられる。

(そ の他の施設)南の壁直下に埋甕が一個休設置されていた。

(出 土遺物)床面直上から出土 した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中

央付近より北側からの比較的高い位置で確認されている。

第 7号住居址

(位置)E-4-4と E-5-3グ リッドに位置する。

(形状・規模)こ の付近一帯は全体的に南傾斜がきつ くなるため、北壁の残存状況は良好であ

るが、南壁はほとんど残っていない状況であ り、第 4号濤により南側は切 られている。残存 し

ている部分 より推波1す ると、一辺約 6mの I品丸方形を呈 し、周濤が壁直下に全周すると思われ

る。

(炉)住居址中央部よりかなり北側に位置する。炉石は南側の石 を残 してすでに抜 き取られて

お り、周囲に破片が散乱 していた。掘 り方は直径約1.2mの不定円形を呈 し、深さ30cmを 測る。

焼上の状況は、良好であった。

(柱穴)床面上にピットは 9ケ所、周濤内に 8ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さ

からPl・ 2,3・ 4が主柱穴 と考えられ、周濤内のものは土止め用の杭 と思われる。

(そ の他の施設)南の壁直下 と思われる場所に埋甕が、東西に二個体並んで設置されていた。

住居址中央部よりやや南側に赤褐色に変色 した場所がみられ、地焼炉 と思われる。

(出 土遺物)床面直上か ら出上 した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中

央付近の比較的高い位置で確認されている。

第 8号住居址

(位置)D-5-3と E-5-1グ リッドに位置する。

(形状・規模)こ の付近一帯は全体的に傾斜が緩やかになり沢の中のような状況で比較的フラ

ットな面を構成 しているため、全体的に黒色上の堆積は厚 くなっている。土坑内精査中に焼土

層が確認されたことから掘広げたことにより確認された住居址である。形態は直径約 4mの円

形を呈 し、周濤は 3カ 所で分断されて南西の周濤は 2又に分れていることや壁 より若千離れた

所を周濤が回るため、建て替えが予想される。

(炉)炉 と推測される部分は、住居址中央部よりかなり北側に位置する。炉石はすでに抜 き取

-16-―



■ 617700

F

土層説明
I―暗赤褐色粘土層

(し まりややあり、粘性あ
り)

焼土微粒子を含む
H一暗褐色粘土層

(し まりややあり、粘性や
やあり)

Ⅲ―暗赤褐色粘土層
(しまり弱、粘性あり)

焼土粒を多く含む
Ⅳ―責褐色粘土層

(し まりあり、粘佳ややあ
り)

ロームブロ/ク を含む
V―暗責褐色粘土層

(しまり弱、粘性あり)

第 9図 第 7号住居址実測図

―-17-―

lm



D

ユ 617560

D′

D′

0                   2m

埋ガメ上層説明

I―黒褐色粘土層

(しまり、粘性ややあり)

H―茶褐色粘土層

(しまり、粘性ややあり)

0◎

トーーキ __■__二 ti二_∃

第10図 第 8号住居址実測図
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られてお り、掘 り方は直径約1.2mの 円形を呈 し、深さ30cmを測る。焼上の状況は、良好であっ

た。

(柱穴)床面上にピッ トは 8ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さか らPl・ 2・ 3・

4・ 5が主柱穴 と考えられる。

(そ の他の施設)南の壁直下に埋甕が、南北に三個体一直線に並んで設置されていた。住居址

の南西側に第152・ 153号土娠により切 られている。

(出 土遺物)床面直上から出上 した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中

央付近の比較的高い位置で確認されている。

第 9号住居址

(位置)E-5-1と E-5-2グ リッドに位置する。

(形状・規模)第 8号住居址 と同様に沢の中の比較的フラットな面に位置する。住居llLの 形態

は南北約 5m、 東西約4.5mの 楕円形 を呈 し、周濤が壁直下に全周する。

(炉)住居址中央部よりかな り北側に位置する。炉石はすでに抜 き取られてお り、掘 り方は一

辺約80cmの方形を呈 し、深さ40cmを 測る。焼上の状況は、良好であった。

(柱穴)床面上にピッ トは10ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さか らPl・ 2・ 3・

4が主柱穴 と考えられる。

(そ の他の施設)南の壁直下に埋甕が、南西から北東にかけて二個休並んで設置されていた。

(出土遺物)床面直上から出上 した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中

央付近より北狽」からの比較的高い位置で確認されている。

第10号住居址

(位置)F-5-1グ リッドに位置する。

(形状・規模)東西に走る第 4号濤の北に位置し直径約 4mの 円形を呈 し、周濤は壁直下に全

周する住居である。

(炉)住居址中央部よりかなり北側に位置する。炉石はすでに抜き取られてお り、掘 り方は長

軸約1.lm、 短軸80cmの楕円形を呈 し、深さ85cmを 測る。焼土層は、床面より40cmの ところに存

在し、残存状況は良好であった。このような状況から、住居址構築当時にこの炉 と思われる土

坑は存在し、これを転用して炉にしたと思われる。

(柱穴)周濤内にピットは 2ケ所確認されており、すべて住居に伴 うものであろう。

(出土遺物)床面直上から出上した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとんどが住居内中

央付近の比較的高い位置で確認されている。

―-19-―



生 616900

0                    2m

Iw 二 616740

土層説明
I―暗褐色粘土層

(しまり、粘性ややあり)

H一茶褐色粘土層 (焼土粒を含む)

(しまり、粘性ややあり)

III― 暗茶褐色粘土層
(しまりややなし、粘性ややあり)

被熱を受けボツボソしている

焼土粒を含む
Ⅳ―赤褐色粘土層―焼土層
V―黄褐色粘土層

(しまりあり、粘性なし)

第11図 第 9号住居址実測図
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―

bl
lm

l      J
焼上、焼土ブロックを含む

第12図 第10号住居址実測図

第H号住居址

(位置)E-5-3、 E-5-4、 F-5-2グ リッドに位置する。

(形状・規模)表土除去途中において集石が検出され、集石の調査により炉と確認された住居

で、精査を行ったが形状、規模 とも示すような堀込みは確認できなかったが、検出されたピッ

ト等の配置状況により直径約 5mの円形あるいは楕円形を呈すると思われる。

(炉)住居址中央部よりかなり北側に位置すると思われ、炉はすでに取 り壊されてお り、周辺

に炉石が散乱していた。掘 り方は直径約 lmの 円形を呈し、深さ40cmを 測る。焼上の残存状況

は、良好であった。

(柱穴)炉周辺にピットは 9ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さからPl・ 2・ 3・

4が主柱穴と考えられる。

土層説明

I―茶褐色粘土層 (しまり、粘性ややあり)

II― 茶褐色粘土層 (しまり、粘性ややあり)

焼土粒を若干含む
Ⅲ―赤茶偶色粘土層 (しまりあり、粘性なし)

Ⅳ―赤褐色土層 (しまりあり、粘性なし)

v―僧惹屋粘ELa lL■ llな臥粘陛なり
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619150里

口 I

土層説明

I一 黒褐色粘上層 (し まり、粘性あり)

H―暗褐色粘土層 (しまり、粘性ややあり)

lm

ⅡI― 黄赤褐色粘 土層 (し まり、粘

性ややあり)

焼土粒 を含む

Ⅳ―黄褐色粘 土 層 (し まりあり、

粘性ややあり)

V― 黒色粘 土 層 (し まりなし、粘

性ややあり)

Ⅵ―赤褐色粘 土層 (し まりなし、

粘性ややあり)

VⅢ ―暗責褐色粘土層 (しまりをし

粘性なし)

ll―茶責褐色粘土層 (しまり弱、

粘性なし)

ロームプロックを含 み、焼成

を受1ナ ている
８

■
常
Φ

瑚ヽ
ロ

第13図 第11号住居址実測図
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OIOI

土層説明
I― 黒褐色粘土層 (し まりなし、粘性や

やあり)

H―茶褐色粘土層 (し まりややあり、粘

性ややあり)

E′E

E616460 E′

ユ616550

V  Vl

♀   1  lP

E
土層説明             ~

I― 暗褐色粘土層 (しまりややあり、粘性あり)

■―暗責褐色粘土層 (しまりややあり、粘性ややあ
り)

ローム、焼土ブロックを含む    _
ⅡI― 暗黄褐色粘土層 (しまり弱、粘性ややあり)

ロームブロンクを含み、土の粒子が粗い

Ⅳ―責褐色粘土層 (しまりあり、粘性なし)

ロームブロックを多く含み、焼成を受けている
V― 赤褐色粘上層 (しまりあり、粘性をし)

焼土層
Ⅵ―暗黄色粘土層 (しまりややあり、粘性をし)

焼成を受けたローム層

第14図  第12号住居址実測図
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第12号住居址

(位置)F-5-2グ リッドに位置する。

(形状・規模)東西に走る第 4号濤の南に位置 し南北約4.5m、 東西約 4mの椿円形を呈 し、周

濤は北壁の一部分 を残 し壁直下に全周する住居である。

(炉)住居址中央部 よりかなり北側に位置する。炉石はすでに東の炉石 を残 し抜 き取 られてお

り、掘 り方は一辺約 lmの方形を呈 し、深さは約40cmを 測る。焼上の残存状況は、良好であっ

た。

D

D′

IQ

♀  1  1ド
第15図  第13号住居実測図
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第7住埋ガメ

0                              50cm
I      !      I

土層説明
I― 黒褐色粘土層 (し まりなし、粘性ややあり)

II― 茶褐色粘土層 (し まりややあり、粘性ややあり)

Ｓ
一

7、 9号住居址埋ガメ実測図
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(柱穴)床面上にピットは 3ケ所確認されてお り、すべて住居に伴 うものである。

(そ の他の施設)南の壁直下に埋甕が一個体 と自然礫が 1つ設置されていた。この 自然礫は、

住居に伴 うものと思われ、出入口部の高さ調節のためのものであろう。

(出 土遺物)床面直上から出上 した遺物はごくわずかであり、出土遺物のほとん どが住居内中

央付近の比較的高い位置で確認されている。

第13号住居址

(位置)E-4-2と E-4-4グ リッ ドに位置する。

(形状・規模)第 7号住居址 と同様に斜面上に位置する住居であり、第 4号濤によ り南側の半

分以上が削 り取 られていた住居である。精査を行 ったが形状、規模 とも不明であるが、検出さ

れたピット等の配置状況により直径約 5mの円形あるいは楕円形を呈すると思われる。

(炉)第 4号濤の精査中に発見され、位置は住居址中央部よりかな り北側にあると思われ、炉

石はすでに抜き取られてお り、掘 り方は長軸約1.3m、 短軸約 lmの楕円形を呈 し、深さ40cmを

測る。焼上の残存状況は、良好であった。

(柱穴)床面上にピットは 4ケ所確認されてお り、住居内の位置関係や深さからPl・ 2'3

が主柱穴 と考えられる。

2土 墳

調査区域内の北西域を中心 として土墳が187基確認されてお り、特に上獲が集中す る部分 も確

認されている。この部分は、調査区内の北西部の一番高いところからであるが、 この部分は桑

畑であったため耕作が激 しく行われたことが推測され、削平及び後世の攪乱が考 えられる。本

報告では、土渡内より遺物が出土 したものを中心に行 う。

J

ズ

,

第 1号土墳

(位置)A-5-1グ リッドに位置

する。

(形状・規模)直径95cmの 円形を呈

し、深さは約60cmを 測る。

(遺物)土墳内部の北側 よりほぼ完

形の深鉢 1点 と凹石 1点が底か ら15

cmを 測るところから出上 している。

第 4号上墳

(位置)E-2-4グ リッドに位置

ZI

Ｗ
一

0   ∽1         lm
l        :        I

い
く
電亀
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第17図 第 1号土墳実測図



する。

(形状・規模)直径1.4mの

不定円形を呈 し、深さは約

80cmを浪Jる 。

(遺物)土娠内部のほぼ中

心から縄文土器が 4点出土

している。

第12号土墳

(位置)B-5-3グ リッ

ドに位置する。

(形 状・規模)長軸約 1.2

m、 短軸約 lmの不定円形

を呈 し、深さは約75cmを測

る。

(遺物)土墳内部のほぼ中

心から縄文土器が出上して

いる。

第14号土墳

(位置)B-5-3グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約 lm

の不定円形を呈 し、深さは

約45cmを 測る。

(遺物)土墳内部の西側か

ら縄文土器が 1点出土して

いる。

第41号土境

(位置)F-2-1グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約1.2m

の不定円形を呈 し、深さは

E

第18図  第 4号上墳実測図

絡

―-27-―

第19図 第12号土羨実測図



約70cmを測る。

(遺物)土墳内部の北側か

らほぼ完形の縄文土器の浅

鉢 1′ミと縄文土器 5′くが出

上 している。

第42号土壊

(位置)B-5-3グ リッ

ドに位置する。

(形状 。規模)直径約60cm

の不定円形を呈 し、深さは

約25cmを測 り、底はU字状

に堀 り込まれている。

(遺物)土獲内部の上面か

ら縄文土器10点が出土 して

いる。

第43号土境

(位置)E-2-2グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約1.3m

の円形を呈 し、深さは約80

cmを 測る。

(遺物)土獲内部の南より

の底から20cmほ ど上から縄

文土器の深鉢 1個体分 と石

鏃 1点が出土 している。

第47号土墳

(位置)F-2-2グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約1.4m

の円形を呈 し、深さは約 1

mを 測る。

W

WV 619 540
の

I

Ｅ
一

lm
I                     !

第21図 第41号土媛実測図

第20図  第14号土渡実測図

■ 621870

⇔
聡ひ

―-28-―



(遺物)土媛内部には確認

面より40cmと 70cmの 2層 に

分かれて縄文土器の深鉢 2

個休分 と磨石 1夕点が出上し

ている。

第49号土墳

(位置)E-3-3グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)長軸約95cm、

短軸約80cmの 楕円形を呈 し、

深さは約70cmを 測る。

(遺物)土獲内部のほぼ底

直上から器台部 を欠損 した

縄文土器の深鉢 1個体が出

上 している。

第50号土墳

(位置)F―

ドに位置する。

(形状・規模 )

の円形を呈 し、

cmを 測る。

4-1グ リッ

直径約 1.2m

深 さは約75

(遺物)土娯内部には上部

下半か ら底部にかけて人頭

大の礫が投げ込まれるかの

ように混入 していた。

そのなかに磨石 3点、や

や偏平 した疑九石 1点が出

土 している。

第53号土墳

(位置)F-3-2グ リッ

ドに位置し、第52号土獲 と

IZ

|∽ |∽

W
-618390

I       I

第22図  第42号土獲実測図
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第23図 第43;土墳実測図



重複する。

(形状・規模)長軸約1.6

m、 短軸約1.3mの椿円形を

呈 し、深さは約90cmを 測る。

(遺物)土獲内底部に上圧

で押 しつぶされたかのよう

にほぼ完形の縄文土器深鉢

が逆位で 1点 出土 している。

第62号上墳

(位置)E-2-1・ 2グ

リッ ドに位置し、第63・ 64

号土坑 と重複する。

(形状・規模)直径約1,2m

の円形を呈すると思われ、

深さは約60cmを 測る。

(遺物)上獲内ほぼ中間の

北よりに縄文土器が一括出

土 している。

第63号土渡

(位置)E-2-1,2グ

リッ ドに位置 し、第62.64

号土坑 と重複する。

(形状・規模)直径約1.2m

の円形を呈すると思われ、

深さは約90cmを 測る。

(遺物)土壊内ほぼ中心の

中間位置より縄文土器が一

括出土 している。

第65号土壌

第 1号井戸 と改名。

の
1

第24図 第47号土獲実測図

第25図 第49号土羨笑測図

o            l rn
i    t     i

型 620600
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第94号上壊

(位置)F-2-4グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約1.2m

の円形を呈 し、深さは約70

cmを 浪よる。

(遺物)覆土内の上面より

縄文土器が 3点出上してい

る。

第96号土壊

(位置)F-3-1・ 2グ

リッドに位置し、第95号土

竣 と重複する。

■ 619580

i     l

第26図 第50号土羨実測図

E

0

L

第27図 第53号土獲実測図
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N621640

(形状・規模)第95号土獲

は長軸1.8m、 短軸約1.4m

の楕円形を呈 し深さは約70

cmを 測 り、第96号土援は直

径80c7mの ほぼ円形を呈 し、

そのなかにすっぽ りはまる

形で存在 し、深さは約90cm

を測る。

(遺物)底部から20cmほ ど

上がった南よりの部分から

口縁部を欠損した縄文土器

の深鉢が 1点 出上 している。

第28図 第62、 63、 64号土墳実測図

―-32-―

第29図 第94号土媛実測図



第132号上墳

(位置)D-3-2グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)直径約1.2m

の円形を呈 し、深さは約70

cmを測る。

(遺物)土渡内ほぼ中心部

の中間より縄文土器深鉢が

iミ出上 している。

第174号上墳

(位置)F-3-2グ リッ

ドに位置 し、第175号土損 と

重複する。

(形状・規模)第 175号上墳

とあわせて長軸1.6m、 短軸

約 lmの 楕 円形 を呈 し第

175号 上獲 は深 さ約60cmを

測 り、第174号土媛は、深さ

は約80cmを 測る。

(遺物)底部か ら20cmほ ど

上がった南よりの部分から

ほぼ完形の小型の縄文上器

の深鉢が横倒 しの状態で 1

点出上している。

第179号土壊

(位置)B-2-3グ リッ

ドに位置する。

(形状・規模)東西0.8m、

南北約0.8mの楕円形 を呈

し深さ約15cmを測る。

(遺物)土羨内ほぼ中央付

近の上面において、石皿の

M「 620 630

ZI Z

96号土墳実測図

IZ

E

619 210
W

第30図 第95、

靴

第31図  第132号土袋実測図



底部 を上にして確認され、

5 cmほ ど離れたところより

磨石が 1′ミ出上 している。

第181号土境

(位置)E-5-3グ リッ

ドの第 4号濤中に位置する。

(形状・規模)直径1.2mの

ほぼ円形を呈 し、深さは約

80cmを 浪」る。

(遺物)底部から20cmほ ど

上がった南よりの部分から

口縁菩Ьと】同体のほぼ半分 を

欠 く縄文土器の深鉢が横倒

しの状態で 1点 出土 してい

る。

第186号土墳

(位置)C-2-2グ リッ

ドに位置する。

(形状 。規模)東西約 lm、

南北約0.9mの ほぼ方形 を

呈 し、深さは約30cmを 測 り、

遺構検出において、立石 を

伴 う土墳 とされていたが、

堀進めた段階で炉 と確認さ

れた。 しか し、周辺の精査

をイ子ったが、 これにイ半うと

思われる、柱穴は確認され

なかったため、単独の炉で

あろう。

第32図 第174、 175号土装実測図
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第33図 第179号土獲実測図
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第34図 第181号土羨実測図
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土層説明
I―黒褐色粘土層 (粘性、しまりややあり)

H― 暗褐色粘土層 (し まり、粘性ややあり)

II―茶褐色粘土層 (し まり、粘性ややあり)

Ⅳ一黒褐色粘土層 (し まりあり、粘性あり)

第35図 第186号土鍍実測図

3井 戸

第 1号井戸

(位置)F-4-2グ リッドに位置する。

(形状・規模)一辺約1.8mの隅丸方形呈し、深さは約 4mを測る。確認面から下部 lmま では

漏斗状に上が開 く形を呈し、それ以下約1.5mま ではやや下方に開きその後はしだいに閉じて行

き底部はU字状である。遺構検出当初は、集石土羨 と思われるほどの礫の混入がみられたが、

II
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遺構内を掘 り下げるにしたがって、ある一定の間隔で南 と北の相対する壁面に 7～ 1lcmの奥行

を測る方形ないし円形の凹みが確認できたことから、これは井戸等を比較的深 く掘る際に足や

手を掛けるための堀込みと思われるため井戸と断定した。しかし、調査中において遺構内での

水の湧出はみられなかった。

(遺物)確認面から60cmま での部分には投げ込まれたかのように河原石や石器が混入していた。

第 2号井戸

(位置)E-3-4グ リッドに位置する。

(形状・規模)南北約3.5m、 東西約3.2mの楕円形を呈 し、深さは約6.5mを 測る。確認面から

下部 2mま では漏斗状に上が開く形を呈し、しだいに閉じて行き底部はU字状である。遺構検

出当初は、比較的大型の堀込みであったため住居址と思われたが、遺構内を掘 り下げるにした

がって、ある一定の間隔で南と東の壁面に 7～ 1lcmの奥行 を測る方形ないし円形の凹みが確認

第36図 第 1号井戸実測図
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第37図  第 2号井戸実測図

できたことから、これは井戸等を比較的深 く掘る際に足や手を雑卜けるための堀込みと思われる

ため井戸と断定 した。調査中において遺構内での水の湧出が若千みられた。

(遺物)遺構中からほとんど遺物の出土はみられなかった。

4溝

第 1号溝

(位置)A-4か らA-6グ リッドにかけて位置する。

(形状・規模)全長約50m、 幅 1～ 1.5m、 深さ0.1～ lmを 測 り、北から南へほぼ一直線で走

っている。濤の底部の形態は三角の形をしたいわゆる薬研堀であること、この濤を境にして西

―-37-―



と東では高低差があることなどから根切 りの濤 と思われる。

(遺物)こ の濤中か らはナイフ型石器 1点 をはじめ複数の時代の遺物が出土している。これら

のことから濤が掘削されたのは、近世の所産 と思われる。

第 2号溝

(位置)D-1。 2・ 3、 E-3・ 4か らD-4グ リッドにかけて位置す る。

(形状・規模)全長約76m、 幅 1～ 2m、 深さ0.1～ lmを測 り、北から南へかけてほぼ直角に

2回屈曲し走っている。濤の底部の形態は濤幅の狭いところは三角の形をしたいわゆる薬研堀

であるが、濤幅の広いところはU字状を呈 している。この濤の北端 を延長すると神社の′烏居付

近にいたることか ら神社への参道 としての可能性 もあるが、根切 りの濤 とも思われる。

(遺物)こ の濤中からは複数の時代の遺物が出土 している。これらのことから濤が掘削された

のは、近世の所産 と思われる。

第 3号溝

(位置)D-2か らE-2。 3グ リッドにかけて位置する。

(形状・規模)第 2号濤の途中から西側に分岐 し、約20m西進 したところで再び第 2号濤 と合

流し幅は60cm、 深さ約80cmを 測る。濤の底部の形態は三角の形をしたいわゆる薬研堀であるこ

とから根切 りの濤 と思われる。

(遺物)こ の濤中か らは複数の時代の遺物が出上 している。 これらのことから濤が掘削された

のは、近世の所産 と思われる。

第 4号溝

(位置)C-4、 D-4、 E-4・ 5、 F-5グ リッドにかけて位置する。

(形状・規模)全長約70m、 幅 1～ 3m、 深さ0.1～ lmを測 り、東から西へかけてほぼ直角に

2回屈曲し走っている。濤の底部の形態は平らであること、第 2号濤 と接近 していることなど

から、第 2号濤 と同様の可能性がある。

(遺物)こ の濤中からは複数の時代の遺物が出土 している。これらのことから濤が掘削された

のは、近世の所産 と思われる。

5 埋設土器

第 1号埋設土器

(位置)B-4-4グ リッドに位置する。

(形状・規模)周辺の精査 を行ったが、住居址等の遺構 を確認することができず、単独の屋外

の埋設上器 と思われる。土器を埋設するピットは直径約 25cm、 深さ約22cmに 掘 られてお り、曽
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利V式期の所産であろう。

第 2号埋設土器

(位置)D-4-3グ リッドに位置する。

(形状・規模)2個休が南北に並んで検出さ

れた。周辺の精査を行ったが、住居址等の遺

構を確認することができず、単なの屋外の埋

設土器と思われる。

土器を埋設するピットは直径約50c7m、 深さ

約30cmに 掘られており、両方共曽利Ⅳ式期の

所産であろう。

第 3号埋設土器

(位置)D-4-3グ リッドに位置する。

(形状・規模)周辺の精査を行ったが、住居

址等の遺構を確認することができず、単独の

屋外の埋設土器と思われる。上器を埋設する

ピットは直径約24cm、 深さ約25cmに掘られて

おり、曽利Ⅲ式期の所産であろう。

第 4号埋設土器

(位置)F-4-3グ リッドに位置する。

(形状・規模)周辺の精査を行ったが、住居

l■等の遺構を確認することができず、単独の

屋外の埋設土器 と思われる。土器を埋設する

ピットは直径約24cm、 深さ約24cmに掘られて

おり、曽利Ⅳ式期の所産であろう。

♀   t  5Ym堵 潮律
吹粘性や

第38図  第 1号埋設土器実測図

土層説明
I― 黒褐色粘土層

(しまりなし、粘性や
やあり)

H― 黄褐色粘土層

Ｎ
一

S618970

土層説明
I―暗褐色粘土層

(し まりをし、粘性
ややあり)

三H託
ほ良頬声厚性
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第39図 第 2号埋設土器実測図



第3号

W E

第 4号

S Ｎ
一

7ヽ619 170

土層説明
I― 暗褐色粘土層

(し まりなし、粘性
ややあり)

I―黄褐色粘土層
(し まりあり、粘性
ややあり)

第40図 第 3、 4号埋設土器実測図

S 617 680

検出土墳表一覧

土壌Ntx 所 在 グ リ ッ ド 形 態 東 西×南 北×深 さ 備 考

1 A-5-1 円 形 完形土器出土

2 A-5-2 円 形

3 A-5-2 円 形

4 E-2-4 円 形 土器出土

5 C-3-2 形 石器出土

6 B-4-2 形

7 B-5-4 円 形

8 B-5-4 円 形

9 B-5-1 2 円 形

B-5-1 3 田 形

B-4-2 5-ユ 円 形

B-5-3 方 形 土器出土

B-5-1 円 形

B-5-3 円 形 土器出土

B-5-3 円 形

B-5-3 円 形

7 C-3-3 円 形 40 1    100 :     80

B-4-2 円 形

B-4-2 円 形

B-4-4 円 形

B-5-3 円 形 22号土嫉と連結

B-5-3 円 形 21号土墳と連結

―-40-



土墳血 所 在 グ リ ッ ド 形 態 東 西×南 北×深 さ 備 考

B-4-2 円 形

B-5-3 円 形

C-2-3 円 形

C-2-4 門 形

B-4-1 長 楕 円

B-4-3 円 形

C-3-4 円 形

B-3-3 円 形

C-4-1 円 形

B-3-3 円 形

C-2-2 4 長 楕 円

C-2-4 卵 形

C-2-4 形 100+   901    60
D-3-1 形

D-2-2 長 楕 円 1301  140!  9o
D-2-1 円 形

D-1-2 2-1 長 楕 円
D-2-1 長 楕 円

F-2-1 2 円 形 1151  70 土器出土
B-5-3 円 形 土器出土
E-2-2 円 形 土器出土
B-5-1 円 形

E-2-2 円 形

B-5-1 2 円 形 120 1    140 +     70

F-2-2 円 形 土器出土
F-2-2 円 形

E-3-3 円 形 土器出土

F-4-1 円 形 石器出土
C-2-4 円 形

F-3-2 円 形 2基結合
F-3-2 円 形 土器出± 2基結合
C-3-4 方 形 55号生装と連結
C-3-4 長 円 54号土装と達結
C-3-4,D-3-2 方 形 57号土装 と連結

C-3-4 円 形 1001  701  80 56号土装と達結
D-2-1 円 形

D-2-3 円 形

E-1-」 円 形

E-2-3 円 形

E-2-1 円 形 土器出± 3基結合
E-2-1 円 形 土器出± 3基結合
E-2-2 円 形 3基結合

F-4-2 円 形 第1号井戸と変更
E-2-1, 3 円 形

E-2-4 円 形

E-2-4 円 形

E-2-3 円 形

E-2-3 円 形 201  110
E-2-4 円 形

E-2-4, F-2-2 円 形

E-2-4 円 形

F-2-1, 2 円 形

F-2-2 円 形 801  1001  9o
F-2-2 円 形

F-2-2 円 形
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土壌No 所 在 グ リ ッ ド 形 態 東 西×南 北×深 さ 備 考

F-2-2 円 形

F-2-2 方 形 120 1    150 1    120

F-2-2 円 形

F-2-2 円 形

F-3-1 形 83号土嫉と連結
F-3-1 長 円 82号土墳と連結
F-2-2.F-3-1 円 形

F-3-1 五 角 形
F-3-1 方 形 3基結合
F-3-1 方 形 3基結合
F-3-1 長 円 3基結合
F-3-1 長 円

F-3-1 長 円

F-3-1 円 形

F-3-1 円 形

F-3-1.2 円 形

F-2-4 円 形 土器出土
F-3-1. 2 三 角 形 50 '    185 1     70 2基結合
F-3-1. 2 形 土器出± 2基結合
F-3-1 3 長 円

F-3 円 形

F-2-1 円 形 120 +    120 1    100

F-3-2 円 形

F-3-2 円 形

F-3-2, 4-1 円 形

F-3-2 円 形

F-3-2,4-ユ 円 形

F-3-4 円 形

F-3-4 円 形

F-3-4 円 形

F-4-3 円 形 110 1    120 i     75

F-4-1 円 形

F-4-1 円 形 1401  120i  100
F-4-1 円 形

F-4-1 長 円 80 +     50 1     70 3基結 合

E-4-3 長 円 3基結合
4 F-4-1 方 形 3基結合
5 F-3-2 円 形

6 E-3-4,4-3 不 正 円形
7 E-3-4, 4-3 形

8 F-4-1 円 形

9 E-4-3 不 正 円形 2基結 合

E-4-3 不 正 円 形 2基結合
l E-4-3 三 角 形

B-5-2 円 形

E-4-3 円 形

E-4-3 円 形

E-3-2 円 形

E-3-3 円 形

E-3-4 長 円

E-2-2 円 形

E-2-2 円 形

D-3-2 長 円 2基結合
D-3-2 円 形 2基結合
D-3-2 円 形 土器出土

房
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土装No 所 在 グ リ ッ ド 形 態 東 西×南 北×深 さ 備 考

D-2-3. 4 円 形

D-1-4, 2-3 円 形 140 1    120 : 2基結合
D-1-4 円 形 2基結合
D-4-2 円 形 90 1    100 !     85

C-4-4 円 形

C-4-3 不 正 円形

D-4-2 円 形 120 1    120 1     90

D-4-4 円 形

E-5-1 長 円 100 1    140 1    50 2基結合
E-5-ユ 長 円 2基結合
E-5-ユ 円 形

E-4-4 円 形

E-4-4 円 形

C-4-1 円 形 第4号住居址内
C-4-1 円 形 第 4号住居址内
C-4-3 円 形 第 5号住居址内
D-3-2 円 形 第 6号住居址内
D-3-2 円 形 第 6号住居址内
D-3-4 円 形 第 6号住居址内
D-5-3 円 形 第 8号住居址内
E-5-1 円 形 第 8号住居址内
E-4-3 長 円

D-4-3 長 円 翡翠大珠出土
D-4-3 長 円 140 1    120 +    55

D-4-3 円 形

D-4-3 円 形 100!  120!  55
A-3-2 長 形 第 1号住居址内
F-3-1 円 形

D-4-3 円 形

E-5-4 円 形

F-2-2 方 形

F-2-2 円 形

E-5-3 円 形

E-2-4 円 形

D-4-3 円 形

E-5-コ 円 形

E-4-4 円 形 80 1     70 !     55

E-4-4 長 方 形

1 D-4-3 円 形 140 1    140 1    75

2 D-4-3 不 正 円形

E-2-1 円 形

F-3-2 円 形 80 i    100 1     75 土器出土
F-3-2 円 形

D-2-3 円 形 3基連結
D-2-3 円 形 3基達結
D-2-3, E-2-1 円 形 3基連結
B-2-3 円 形 石皿と磨石のセット
E-3-3, 4 長 円

E-5-3 円 形 土器出土

E-3-3 円 形

E-3-4 長 円

F-4-1 円 形 100 !    100 1    100

E-4-4 円 形 105「     80
C-2-2 長 方 形 単独の屋外炉
F-3-3 円 形 120 1    140 1    95
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H遺 物

全体的には遺物の出土量は少ないが、土器については縄文時代中期後葉に属するものがほと

んどであり、石器について もこの時代の範疇に入るものであろう。個々の遺構 より出上 したも

のについて、見ていきたい。

1土 器

第 1号住居址 (1・ 2)

遺物の出土量は極端に少な く図示できるものは以下の 2′ミである。 1は棒状工具による 2本

の沈線によって縦の区画を行い中に櫛歯状工具による短い条線。 2は 日縁部は無文でありその

下部には棒状工具による横位の沈線による楕円形の区画線が施され、その中に棒状工具による

ハの字の施文がされている。以上のことにより当住居址は曽利V式期の所産 と思われる。

第 2号住居址 (3～ 7)

3は埋甕であり、胴部下半のみの出上である。隆線による維の区画を行い、区画された中に

櫛歯状工具による斜線文の中に蛇行懸垂文。 4は被熱を受けてお り全体的にボロボロしている

が焼成は良好である。沈線による逆U字により維の区画を行い、その中にハの字状の雨垂れ文。

5は住居内中央付近において逆位で出土 したもので底部付近が欠損 している。土器全体の焼成

は良好である。器部全体には 6本の櫛歯状工具による蛇行沈線文が施 されている。 6は 地文は

RLの単節縄文が施され、その上から細めの棒状工具による沈線がひかれている。 7は棒状工

具による施文が施されている。以上のことにより当住居址は曽利 V式期の所産 と思われる。

第 3号住居址 (8～ 10)

8は粘土紐による維 6単位に区画され、その中にRLの単節縄文が施 されている。 9は 口縁

部に棒状工具による沈線が施 されている。 10は棒状工具による施文があ り、かなり簡略化され

た印象があ り、底郡付近には箆削 りによる調整がみられるが、底部は欠損 している。296は 沈線

2本により縦 5単位に区画され、そのなかに櫛歯状工具による維及び斜の沈線。以上のことに

より当住居址は曽利V式期の所産 と思われる。

第 4号住居址 (11～ 20)

11は 口縁部に横に蛇行する隆帯があり、外側に湾曲するところか ら蕨手状の縦の区画が入 り、

その中に 3本の櫛歯状工具による斜行条線 と沈線の蛇行懸垂文。 12は 胴部上半は棒状工具によ

る沈線が縦位に逆さコの字状に施され、下半 も同様だと思われる。区画された中には 2本 1単

位 とする櫛歯状工具によるハの字状の沈線を施文。13は棒状工具による沈線の縦位の区画を施
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し、その中にヘラ状工具によるハの字状の沈線が施されている。14は 5単位程度の波状 口縁部

を呈すると思われ、その波状の高い部分に棒状工具による沈線の右回りの渦巻文 とそれか ら下

へ伸びる直線によって区画 している。縦位に区画された口縁部付近には沈線の横位の楕円形が

施されている。胴部にはヘラ状工具による施文。15は 口縁部に棒状工具による横 1本の沈線が

あ り、そのす ぐ下には維の懸垂文があ り、中間に棒状工具 と思われる横の刺突紋が施 されてい

る。 16は 口縁部に 2な いし3本の横の沈線があ り、そこから縦に区画する沈線がある。区画さ

れた所には棒状工具による雨垂れ状の施文がある。17は 口縁部に横の沈線 1本 と逆U字状の沈

線。 18は棒状工具による蛇行沈線文があ り、その間を埋めるかのように櫛歯状工具によるハの

字状の沈線を施文。19は棒状工具による縦の区画があ り、その中には 2本 1単位のハの字状の

沈線 を施文。20は 棒状工具による雨垂れ状の施文がある。297は 小型の壼であり、胎土・焼成 と

も良好である。χ字状の把手をもち、棒状工具による渦巻文 と把手の下部に維の区画 をしてい

る。その中にRLの単節縄文が施されている。以上のことにより当住居址は曽利Ⅳ式期の所産

と思われる。

第 5号住居址 (21～ 54)

21は 櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施 した後、棒状工具による蛇行懸垂文が施 されている。

22は埋甕であり櫛歯状工具による横及び斜行沈線文があり、その中央付近に蛇行懸垂文が施さ

れている。23は 維に沈線により6面に区画され 4面は櫛歯状工具による綾杉状沈線が施 され、

その中 3面 には蛇行懸垂文が施されているが、残 りの 1面 には施文されていない。残 りの 2面

はRLの単節縄文が施されているだけである。24は 4つの把手を持つ と思われ粘土組による隆

帯によって区画され、その間にヘ ラ状工具による沈線が施文されている。25は 縦 コの字状の区

画をし、その中に雨垂れ状のハの字状沈線を意識 した施文 を施 し、蛇行懸垂文 を施す区画 も存

在する。26は 隆帯により6面 に区画され、区画された中にRLの単節縄文が施されている。27

は口縁部付近 と縦に区画する沈線を施 し、区画された中に綾杉状沈線文を充損 している。28は

棒状工具による口縁部付近の横 と縦の区画線が施され、区画された中に櫛歯状工具による綾杉

状沈線文を施 している。29は 口縁部付近 を粘土紐による隆帯によって区画され、その中に櫛歯

状工具による沈線が充填されている。その下は粘土組による隆帯によって縦に区画され、櫛歯

状工具による斜行沈線があり蛇行懸垂文が施 されている。30は 4単位の波状口縁 を呈 し、 口縁

にそって棒状工具による沈線文 と縦に区画する 2本の沈線文があり、その間に楕円形がある。

縦に区画された中には棒状工具によるハの字状の沈線を施文。

31は地文にRLの単節縄文を施 し、棒状工具による沈線を施文。32は棒状正具による沈線に

よって縦に区画され、その中にヘラ状工具によるハの字状の沈線を施文。33は 櫛歯状工具によ

る綾杉状沈線文 を施 した後に、棒状工具による蛇行懸垂文が施されている。34は棒状工具 によ

る口縁部付近の横 と縦の区画線が施され、区画された中に棒状工具による円弧を描 く沈線文 を
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施 している。35は 27と 同一個抹 と思われる。36は地文にRLの単節縄文 を施文。

37は 口縁部に粘土紐による隆帯を横の区画 として施 し、その他の部分はRLの単節縄文 を施

文。38は棒状工具により横及び縦の区画を施 し、櫛歯状工具による沈線を施文 し、棒状工具に

よる蛇行懸垂文が施されている。39は 口縁部に 2本の隆帯があ り、その下にはヘラ状工具によ

る綾杉状沈線文 を施文。40は 口縁部に 2本の隆帯がある。41は棒状工具による沈線を施文。42

は櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施文。43は 粘土組による隆帯によって区画され、その間に

ヘラ状工具による沈線が施文されている。44は棒状工具による沈線があ り、櫛歯状工具による

綾杉状沈線文 を施文。45は 櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施文。46は櫛歯状工具による綾杉

状沈線文 を施 し、棒状工具による蛇行懸垂文が施されている。47は棒状工具による沈線を施文。

48は 粘上紐による隆帯によって区画され、その間にヘ ラ状工具による沈線が施文されている。

49は 隆帝 と沈線による縦の区画が施され、区画された中に櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施

文。50は棒状工具による沈線によって縦の区画が施され、棒状工具による押付文が施されてい

る。51は棒状工具による沈線によって縦の区画が施され、区画の中に櫛歯状工具による綾杉状

沈線文を施文。52は 隆帯 と沈線による縦の区画が施され、区画された中に櫛歯状工具による綾

杉状沈線文 を施文。53は 粘土紐による隆帯によって区画され、その間にヘラ状工具による沈線

が施文されている。54は 棒状工具による沈線を施文。

298は半載竹管及び櫛歯状工具による縦行沈線。以上のことにより当住居址は曽利V式期の所

産 と思われる。

第 6号住居址 (55～ 83)

55は棒状工具による沈線によって横及び縦の区画を施文。56は沈線による縦の区画が施 され、

区画の中にハの字状の沈線。57は棒状工具による楕円形 を沈線により施文。58は棒状工具によ

る維 と横の区画を施 し、区画された中に櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施文。

59は 棒状工具による沈線 と雨垂れ状の沈線を施文。60は棒状工具による沈線 と櫛歯状工具に

よる沈線を施文。61は 口縁部に 2本の並行する沈線があ り、下部には棒状工具による沈線を施

文。62は埋甕であり、口縁部には 2本の沈線が並行に施文 され、下部には 6単位の区画が沈線

によって施文されている。この区画の中には櫛歯状工具による刺突文が施され、沈線よる蛇行

懸垂文がある。63は 器体部に 2本を 1単位 とする櫛歯状工具による斜行沈線。

64は棒状工具による維の区画 とハの字状の沈線。65は棒状工具による縦 と横の区画が施され、

区画された中に櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施文。66は 65と 同一個休 と思われる。67は 口

縁部に 2本の並行する沈線があり、下部には棒状工具によるハの字状の沈線。

68は 波状 口縁を呈 し、隆帝 と沈線により横に区画 している。その中にRLの単節縄文を施文。

69は棒状工具による横の沈線 と櫛歯状工具による綾杉状沈線文 を施紋。70は棒状工具による沈

線。71は棒状工具による維の区画する沈線 と蛇行懸垂文 を施文。72は棒状工具による蕨手文沈
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線。73は棒状工具による維 と横の区画を施 し、区画された中に刺突文が施 され、ハの字状の沈

線。74は棒状工具による縦 と横の区画を行い、維の区画の中に簡略化されたハの字状の沈線。

75は棒状工具による縦 と横の区画を施文。76は沈線による右回 りの渦巻文。

77は沈線による縦 と横の区画を施 し、縦の区画の中にハの字状の沈線。78は 口縁部に一直線

の横の沈線 と雨垂れ状の沈線を施文。79は 2本の並行す る沈線があ り、その下部に櫛歯状工具

によるハの字状の沈線を施文。80は沈線による横の区画が施 され、櫛歯状工具による綾杉状沈

線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。81は 2本の並行する沈線があ り、櫛歯状工具による綾杉状

沈線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。82は 鈴 と思われ箆状工具による渦巻状の沈線 と竹管によ

る刺突文を施 している。83は隆帯による横位の区画が施 されてお り、把手がついている。以上

のことにより当住居址は曽利Ⅳ式期の所産 と思われる。

第 7号住居址 (84～ 104)

84は地文にRLの単節縄文 を施 し、蛇行懸垂文 を持つ。85は 6単位の隆帯 と沈線による維の

区画が施されてお り、区画された中にヘラ状工具による斜行沈線文 を施文 し、蛇行懸垂文があ

る。86は 壺の肩の部分にのみに沈線による横の区画をしてお り、区画の中に櫛歯状工具による

縦条線がある。87は 口縁部 と胴部過半は無文であ り、胴部上半分には隆帯による区画紋及び渦

巻文が施されている。88は 沈線により維に区画されてお り、区画された中にはRLの単節縄文

が施されている。89は 2単位の有孔の把手がつき、沈線による縦の区画があり、区画された中

に櫛歯状工具による維行沈線文を施文 している。90は 隆帯による縦の区画が施され、区画の中

に横方向の櫛歯状工具による沈線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。91は 6単位の沈線による維

の区画が施 されてお り、区画された中には櫛歯状工具による斜行沈線文を施文 し、蛇行懸垂文

がある。92は 隆帯による 6単位の縦の区画を施 し、区画中に櫛歯状工具による横行条線 と蛇行

懸垂文。93は沈線 と隆帯により区画され、区画された中にヘラ状工具による沈線が施されてい

る。土器の形態は非常に歪でお り、底部 と胴部の接合面は非常に薄 くできていた。94は 隆帯に

よる維の区画が施され、区画の上半分には横方向が、下半分には縦方向の櫛歯状工具による沈

線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。95は 櫛歯状工具による縦行沈線文を施文 し、蛇行懸垂文が

ある。96は 6単位の隆帯 と沈線による縦の区画が施されてお り、区画された中にヘラ状工具に

よる斜行沈線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。97は横に伸びる沈線があ り、櫛歯状工具による

綾杉状沈線文 を施文 し、蛇行懸垂文がある。98は 横に伸びる沈線があ り、櫛歯状工具による綾

杉状沈線文 を施文 し、蛇行懸垂文がある。99は 波状 口縁 を呈 し、波状頂上の本に右回りの渦巻

文がある。100は横に一直線の沈線があり、その下部に並行する沈線の懸垂文が施文 されてい

る。101は 波状 口縁を呈 し、隆帯による区画がされている。102は縦に区画された中に棒状工具

による斜行沈線 と蛇行懸垂文がある。103は 沈線 と隆帯によって縦の区画が施され、区画の中に

櫛歯状工具による沈線文を施文 し、蛇行懸垂文がある。104は横に一直線の沈線があり、その下
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部に横に伸びる蛇行沈線があ り、蛇行が上に向か うところに維の区画をす る沈線が施 されてお

り、その空間に櫛歯状工具による沈線文 を施文。以上のことにより当住居址は曽利Ⅳ式期の所

産 と思われる。

第 8号住居址 (105～ 118)

105は 隆帯による 6単位の維の区画がされ、区画の中には櫛歯状工具による縦行沈線文 と蛇行

懸垂文を施文 している。106は 隆帯による 6単位の縦の区画がされ、区画の中には櫛歯状工具に

よる斜行沈線文 と蛇行懸垂文を施文 している。107は隆帯による縦の区画を行い、区画中に櫛歯

状工具による斜行条線 と蛇行懸垂文。108は 口縁部に隆帯の縦の区画がされ、区画された中に櫛

歯状工具による維行沈線文を施文 している。109は横に並行する 2本の沈線があり、その下部に

ハの字状の沈線を施文。110は 沈線による横 と縦に区画され、区画された中にヘラ状工具による

斜行沈線文 を地文 し、蛇行懸垂文があり、区画間に左回りの渦巻文がある。111は 沈線 と隆帯に

よって縦の区画が施され、区画の中に櫛歯状工具による沈線文 を施文 し、蛇行懸垂文がある。

112は 櫛歯状工具による斜行沈線文 を施文 している。

113は 口縁部に沈線による維の区画がされ、区画された中に櫛歯状工具による縦行沈線文を施

文 している。■41よ 横に並行する 2本の沈線があり、その下部にハの字状の沈線を施文。

115は 横に並行する 2本の沈線があり、その下部から維に区画す る沈線が 2本あり、ハの字状

の沈線を施文。116は横に 1本の沈線があ り、その下部から縦に区画する沈線が 2本あ り、区画

された中に櫛歯状工具による縦行沈線文 を施文 している。117は横に並行する 2本の沈線があ

り、その下部に櫛歯状工具による維行沈線文を施文 している。118は横に並行する 2本の沈線が

あり、その下部か ら縦に区画する沈線が 2本あり、ハの字状の沈線を施文。

299は 埋甕であ り、焼成は良好である。棒状工具による沈線 3本により縦 5単位に区画し、そ

の中にハの字状 と蛇行懸垂文。以上のことにより当住居址は曽利 V式期の所産 と思われる。

第 9号住居址 (119,120)

119は 横に並行する 2本の沈線があり、その下部から維に 2単位に区画するM字形の沈線が施

文され、その上部に上下に対抗する渦巻文がある。M字形の空間部 3ケ所に刺突文がある。区

画された中には地紋 としてRLの単節縄文が施 されている。120は 縦 と横に区画する沈線があ

り、区画された中に地文 としてRLの単節縄文が施されている区画 とされていない区画がある。

300は埋甕であ り、二次焼成を受けてお り非常にもろくなっている。隆帯による縦 5単位に区画

され、その中に櫛歯状工具による斜行条線 と蛇行懸垂文。以上のことにより当住居址は曽利Ⅳ

式期の所産 と思われる。
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第10号住居址

図示できるほどの遺物はみられなかったが、当住居址は曽利IV～ V式期の所産と思われる。

第 11号住居址 (121・ 122)

113は 沈線による横の 1本線があり、その下部に横位に区画する沈線がある。■4は 口縁部に

横の 1本線があるのみで、下部は無文である。以上のことにより当住居址は曽利V式期の所産

と思われる。

第12号住居址 (123～ 125)

115は 埋甕であり、沈線による縦の 6単位の区画がされ、区画された中に櫛歯状工具による斜

行沈線文 と蛇行懸垂文 を施文 している。116は 棒状工具によるハの字状の沈線を施文。

117は 口縁部付近に棒状工具による縦の短い沈線を横一列に地紋 し、その下部にY字形の沈線

があり、地文 としてRLの単節縄文が施されている。以上のことにより当住居址は曽利Ⅳ式期

の所産 と思われる。

第13号住居址

図示できるほどの遺物はみられなかったが、当住居址は曽利Ⅲ式期の所産 と思われる。

第 1号土墳 (126・ 127)

126は 焼成。残存状況 ともに非常に良好であるが、意図的に胴部中央部が破壊 されていた。器

部全体に地文 としてRLの単節縄文が施されている。127は 棒状工具による沈線が縦の区画を施

し、区画の中に稀薄ではあるがRLの単節縄文が施されている。以上のことにより当土娠は曽

利V式期の所産 と思われる。

第 3号土墳 (128～ 130)

128は 隆帯による区画を施 している。129は 口縁部に地文 としてRLの単節縄文が施されてお

り、その下部には棒状工具による沈線が縦の区画のみを施 している。130は 隆帯による横の区画

を行い、区画されたなかおよび器体全体に櫛歯状工具による縦行沈線文が施されている。以上

のことにより当土墳は加曽利 E3式期の所産 と思われる。

第 9号土墳 (131)

口縁部に 4つ の小突起があ り、ここに右回りの渦巻文があリロ縁部 を途切れながら全周する。

この渦巻文の下には逆U字状の懸垂文が 1ケ所あるが、その他は逆U字状の懸垂文の中に維の

沈線が入っている。維に区画された空間部には櫛歯状工具による綾杉状沈線が施されている。
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以上のことにより当土獲は曽利V式期の所産 と思われる。

第11号土墳 (132)

隆帯による縦 と横の区画を行い、それぞれの区画の中にRLの単節縄文 とヘラ状工具による

沈線が施されている。以上のことにより当土墳は曽利 V式期の所産 と思われる。

第12号土境 (133)

棒状工具による縦に区画する沈線があ り、この区画の中に櫛歯状工具による維行沈線文が施

されている。以上のことにより当土墳は曽利V式期の所産 と思われる。

第14号上墳 (301)

口縁部は無文であるが、肩の部分にχ字状の把手 もち、肩及び胴部は隆帝による横・維に区画

されてお り、その中にヘラ状工具によるハの字状文。以上のことにより当土獲は曽利V式期の

所産 と思われる。

第26号土墳 (134)

地文は無文であるが、棒状工具による口縁部の横線 と二重の波状沈線が施 されている。以上

のことにより当土墳は加曽利 E3式期の所産 と思われる。

第29号土境 (135。 136)

126は 口縁部に棒状工具による横の沈線が三本ひかれ、その間にヘラ状工具による沈線が縦に

入っている。その下部にも維の沈線が施 されている。127は波状口縁を呈 し、棒状工具による沈

線が施されている。地文は、右回 りの渦巻文および櫛歯状工具による比較的短い維行沈線文が

施されている。以上のことにより当土墳は曽利V式期の所産 と思われる。

第41号土墳 (137～ 139)

137は 、ほぼ完形で出土したものである。橋状の把手は 5単位でつき、紐を通 して吊るせ るよ

うな状況ではあるが、紐を通 したような痕跡はみられなかった。隆帯 と幅の広い沈線により5

単位に区画され、区画内にはRLの単節縄文 を横位及び斜位に施文 している。138は 口縁部付近

に横の沈線を 1本入れ、そこから縦の区画の沈線を 2本入れ区画している。区画の中には櫛歯

状工具による維位の蛇行沈線が施 されている。139は棒状工具による維 と横の区画 を行 い、区画

の中にRLの単節縄文を斜位に施文 している。以上のことにより当土羨は加曽利 E3式期の所

産 と思われる。
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第43号土墳 (140)

比較的焼成は良好であるが、胴部過半のみの出上である。粘土紐貝占り付けによる維の区画を

行い、その上部に左回りの渦巻文 を施 している。以上のことにより当土獲は曽利 V式期の所産

と思われる。

第49号土墳 (141・ 142)

141は 沈線による縦 と横の区画を行い、縦に区画された中には簡略化されたハの字状の沈線を

施文。142は施文はかなり粗雑で、半裁竹管による平行の沈線を施す ところもあれば、 1本線の

みのところもある。区画された中にはRLの単節縄文 を押圧 しているが非常に弱 く、施文単位

及び長さ・方向がまちまちである。器形 としては高台付 きの深鉢であり、高台欠損後 も使用 し

たと思われる。以上のことにより当土墳は曽利V式期の所産 と思われる。

第52号土墳 (302)

口縁部は無文であるが、肩の部分にχ字状の把手をもち、肩及び胴部は隆帯による横・維に区

画されてお り、その中にRLの単節縄文が施されている。以上のことにより当土渡は力日曽利 E

4式期の所産 と思われる。

第63号土墳 (143)

隆帯 と沈線による縦の波状の区画を行い、区画された中にはRLの単節縄文 を全面的に施 し

ている。以上のことにより当土獲は加曽利E4式期の所産 と思われる。

第62号上墳 (144)

4単位の波状 口縁を呈すると思われ、器部には 8単位 と思われる平行するやや幅広の縦に区

画する沈線があり、区画された中にはRLの単節縄文全面的に施 している。以上のことにより

当土獲は曽利V式期の所産 と思われる。

第64号土墳 (145)

口縁部は無文であるが、隆帯による維に区画され、区画された中にはRLの単節縄が文全面

的に施 している。以上のことにより当土墳は加曽利E4式期の所産 と思われる。

第74号土境 (146)

沈線により縦 と横に区画されてお り、縦に区画された中に櫛歯状工具による斜位沈線が施 さ

れている。以上のことにより当土獲は曽利V式期の所産 と思われる。
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第82号土頼 (147)

幅広の横に蛇行する沈線を上下にあい向き合 う形で施 し、その空いた空間には縦の長楕円を

沈線により表 し、空いた空間にはRLの単節縄文を全面的に施 している。以上のことにより当

土獲は加 曽利E3式期の所産 と思われる。

第94号土墳 (148)

4単位のX字状把手をもち、隆帯により維 と横に区画 している。区画された中にはまばらで

はあるが、櫛歯状工具によるハの字状の沈線を施文。以上のことにより当土娠は曽利V式期の

所産 と思われる。

第95号土境 (149)

平行する 2本の沈線により6単位程度に縦に区画され、区画された中はRLの単節縄文 を全

面的に施 している。平行する 2本の沈線のあいだに懸垂文 を入れている。以上のことにより当

土渡は加曽利E3式期の所産 と思われる。

第96号土墳 (150)

日縁部に 4つの小突起があり、器部には平行する 2本の沈線が横 と維に区画してお り、区画

された中には雨垂れ状の沈線がまばらではあるが施されている。以上のことにより当土墳は曽

利V式期の所産 と思われる。

第118号土墳 (151)

口縁部にヘラ状工具による縦の切 り込みを入れ、その下部には平行 して蛇行する沈線を入れ、

空間にはRLの単節縄文を施 している。以上のことにより当土媛は曽利Ⅳ式期の所産 と思われ

る。

第132号土墳 (152。 153)

152は 口縁部に比較的幅の広い横の沈線を入れ、そこから蛇行懸垂文があり、櫛歯状工具によ

る綾杉状沈線が施 されている。153は 口縁部に 4つの小突起があり、突起部には右回りの渦巻文

があ り、この下にも施されている。胴部は隆帯により8単位に縦に区画され、区画された中に

は沈線による蛇行懸垂文 と櫛歯状工具による沈線が施 されている。以上のことにより当土娠は

曽利Ⅳ式期の所産 と思われる。

第159号上墳 (154)

口縁部に隆帝による維 と横の区画が施 され、区画された中にRLの単節縄文を全面的に施 し
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ている。以上のことにより当土墳は曽利V式期の所産 と思われる。

第174号土境 (155)

沈線により維の区画が施され、区画された中に沈線による蛇行懸垂文 と櫛歯状工具による綾

杉状沈線が施 されている。以上のことにより当土墳は曽利 V式期の所産 と思われる。

第186号上墳 (156)

波状口縁を呈 し、波状頂上部に左回りの渦巻文がある。 この下に維 と横に区画する沈線があ

り、渦巻文の下にはRLの単節縄文を施 している。以上のことにより当土竣は曽利Ⅳ～V式期

の所産 と思われる。

第176号上墳 (157)

口縁部に沈線による二重の連弧文があり、縦に 4本の沈線が入 り区画 している。この縦に区

画された中に雨垂れ状の沈線がまばらではあるが施されている。以上のことにより当土獲は曽

利V式期の所産 と思われる。

第181号土墳 (158。 159)

158は 2本の平行する沈線により縦 と横に区画 し、4面に区画されている。区画された中には

2本の蛇行懸垂文があ り、このあいだに刺突紋が平行 して施されている。159は 4単位の波状 口

縁をていし、地文はRLの単節縄文を施 し、その中に沈線による区画を行 っている。以上のこ

とにより当土獲は曽利V式期の所産 と思われる。

第 1号埋設土器 (160)

隆帯による維の区画があり、区画の中にはハの字文。以上のことにより曽利V式期 と思われ

る。

第 4号埋設土器 (161)

隆帯 と沈線により4単位に区画され、区画された中に蛇行懸垂文 と櫛歯状工具による縦の沈

線が施されている。以上のことにより曽利Ⅳ式期 と思われる。

遺構外出土土器 (第60図 ～第62図 )

第 1類土器 (第 60図、162～ 171)

地文にRLの単節縄文等を施 し、この中を維および横の単位に区画するもの。以上のことに
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より曽利Ⅲ式期 と思われる。

第 2類土器 (第 60図、172～ 178)

沈線および隆帯により維および横の単位に区画しはた中に、櫛歯状工具による横や斜方向に

沈線が入 り、蛇行懸垂文があるもの。以上のことにより曽利Ⅳ式期 と思われる。

第 3類土器 (第61図、179～ 185)

ヘラ状工具及び棒状工具によリハの字状の沈線がみられるもの。このハの字についてはさま

ざまな形態があるものの、第 2類土器の形態をひくものであろう。以上のことにより曽利V式

期 と思われる。

第 4類上器 (第61図、186～ 190)

沈線によって維及び横方向に区画された中に、櫛歯状工具による均一化された沈線がみられ

るもの。以上のことにより曽利Ⅳ式期 と思われる。

第 5類土器 (第61図、191～ 195)

口縁部に連弧文がみられるもの。以上のことにより曽利Ⅲ式期 と思われる。

第 6類土器 (第61図、196・ 第62図 197)

棒状工具による大柄な沈線が施されているもの。以上のことにより曽利Ⅳ式期と思われる。

第 7類上器 (第 62図、198～ 202)

区画された中や外の間を埋めるかのように棒状工具による刺突文があるもの。以上のことに

より曽利Ⅳ式期 と思われる。

第 8類土器 (第62図、203・ 204)

器部全休は無文であり、日縁部及び維に区画するかのように沈線がひかれているもの。以上

のことにより曽利Ⅳ式期 と思われる。

第 9類土器 (第62図、205)

胴部に連続して横長の楕円がみられるもの。以上のことにより曽利V式期遺構の所産であろ

う。
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性格不明遺構 (第62図、206～ 209)

遺構数は 4基確認されているが、遺構の性格を裏付ける構造がないため現時点では不明であ

るが、以下の遺物が出上している。

206は第 2号性格不明遺構からであり、横倒しになっていたものが耕作により上部側面が欠如

していた。207・ 208は 第 3号性格不明遺構からであり、台付 き深鉢の底部である。いずれも残

存状況は、不良であった。209は 出土地区不明であるが、鈴の一部 と思われる。

2石 器

遺跡内全体で出土した石器は、磨石24点、凹石24点、打製石斧 7点、石鏃 18′く、軽石製石器

2′く、石錐 2′ミ(う ち 1′点は石匙の転用)、 石皿 3′く、石匙 2′く、黒曜石製の特殊遺物 3′く、磨

製石斧 2点、翡翠製大珠 1″ミ等の84′ミである。

磨石 。凹石 。石皿

遺構内から37′く、遺構外から14点の計51′ミ出上し、石材 としては地元に豊富にみられる安山

岩を用いている。260と 273は 土獲内からの一括出上であり、セット関係になるものであろう。

軽 石

遺構内から 2′ミ出上し加工の有無が不鮮明であるため、使用用途としては不明である。

打製石斧

遺構内から2点、遺構外から5点出上し、出上した 7′ミとも撥型のものであり、石材はホル

ンフェルスや粘板岩製であった。

磨製石斧

遺構内から1点、遺構外から1点出上し、遺跡内全体で 2点 と極端に出土量が少なく、折れ

て出上しているため、廃棄されたものであろう。

石 鏃

遺構内から6点、遺構外から11点の計17点出上し、すべてが黒曜石製である。無茎鏃で基部

に扶入のあるもの (凹基無茎鏃)が 9点、基部が直線的なもの (平基無茎鏃)が 2点、破損 し

ているものが 6点ある。これらの石鏃の中には、左右対称ではなくどちらかの返しの部分が大

きいものがある。
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第63図 出土石器実測図 (磨石系1/4、 打斧系1/2)
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第69図 住居址内および土渡出土土器実測図 (1/4)
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石 匙

黒曜石製であり、横長に作られているが、刃部欠損後転用して石錐 として使用している。

石 錐

黒曜石製であり、途中から欠損して先端のみである。

黒曜石製の特殊遺物

229は三 日月型をしており、半分が欠損している。293は 形態的には石匙と思われるが、一般

的なものより非常に刀ヽさく作られている。294は 断面は台形状をていし、1面に刃がつけられて

いる。

用途不明石器

278は遺構外の出上であり、著しく風化 しており力日正は確認されるものの用途は不明である。

石材は硬質砂岩と思われる。

翡翠製大珠 (口 絵、257)

第149号土獲内からの出土であるが、判出した遺物がないため時期の極め手にはかけるが、遺

跡の性格から中期後葉の所産であろう。全体的に研磨され面取されているが、一部には擦 り切

りによって切 り離した部分が確認できる。穿孔された部分については、丁寧に調整されている。

ナイフ型石器 (口 絵、295)

第 1号濤中より出土したものであり、黒曜石製である。この石器 1個体のみの確認である。

この濤は遺跡内のもっとも東に位置し、形状は薬研堀であり、依存状況は良好であった。この

ことから、流れ込みによる混入と思われるが、当該地周辺に、この時期の遺跡があることある

いはその広が りを証明するものであろう。

第Ш章 括

1 遺構について

検出されて遺構は住居l■が13軒、土墳186基、時代不明の濤 3条、時代不明の井戸 2基性格不

明遺構 4基の計208遺構である。これらの遺構のうち、住居址についてはその全貌を調査するこ

とができたと思われ、若千の考察を行ってみたい。

住居l■のプランは、大半が円形及び惰円形であり、規模も概ね規則制があったようにうかが

総
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える。規模は直径約 4か ら5mでぁり、柱穴 も4か ら 6本の構成であり、炉は中央よりかな り

北に奥まった位置に石囲炉 として構築されていた。第 3号住居址のように石囲炉の回りに平石

を配置したものもあったが、このような例は少ないと思われる。このような配石の検出例は高

根町内においては、 3例 目であ り、いずれも曽利Ⅲ式期 である。この様式が後に発展・発達 し

て敷石住居へ引き継がれてい くかは、現段階では不十分であ り今後の資料の集積 を待ちたい。

検出された住居址の中には、プランが方形をていするもの もあったが、耕作等により破壊 を受

けていた。

住居内に埋甕を伴 う住居址が 7軒検出され、そのうち複数の埋甕を持つ ものが 4軒あ り、埋

甕を持つ住居 と持たない住居、複数の埋甕を持つ もの と単独の埋甕 しか持たないもの、屋外の

埋甕 (屋外の埋設土器)と の比較検討が必要である。

住居址の全体的な配置を見ると非常に散在的ではあるが、 2軒 1対 として形成されているよ

うである。住居址群は南側に存在する第 1・ 2・ 3号住居 l■ を別にすれば土墳群 を取 り囲むよ

うにも見え、この住居址を入れると上獲群 とは反対側 を取 り囲むようにも見えるが、南側は沢

を挟むことにな り、試掘調査によっても南側に伸びることは確認できなかったため、この上援

群を中心 として集落は、営まれていたと思われる。

全体的みると調査面積の割には確認された住居 l■は少な く遺構の広が りとしては、北側へ伸

びるもの と思われる。

検出された住居の中には第10・ 12号住居l■のように、極端に小さく、検出された柱穴 も2な

いし3本 という変則的な住居が存在 し、前述のように炉に伴 う平石についても、今後資料の増

加を待って検討 していきたい。

土墳は、調査区内の西側に集中して確認され、い くつかの上墳は重複 して存在 している。こ

のことは、この集落内においてかなり重要な場所であったことが推測することができ、そのこ

とは土獲内か ら出上 したほぼ完形の上器からも言えることができる。

井戸については、 2本 とも、底まで掘 り下げたが、時代 を決定する遺物の確認はできなかっ

た。 しか し、比較的深 く掘抜いていることから、中近世によるもの と思われる。

2 遺物について

全休的に確認された土器は、曽利期にあたるものがほとんどであ り、形式ではⅢ・Ⅳ・Vま

での遺物が確認され、主 とする時期はШ・Ⅳ期である。 これらの中に加曽利E式のものもみら

れるほか、当遺跡独 自の上器 も数点みられた。この遺物は、曽利期の範疇に入ると思われ、現

在までの報告では確認されていないことから今後この上器の広が りについては注目されよう。

特殊な遺物 としては、翡翠製大珠があげることができる。この遺物は、形態がはっきりせず、

深さもそれほどない土損からの出上である。この他には破片ではあるが、土鈴 と思われる土器

片が 2点出上 している。
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おわりに

次郎構遺跡の発掘調査が、ここに一冊の報告書としてまとめることができ、文化財保護の一

つである記録保存としての成果を発表することができた。本書において次郎構遺跡の遺構、遺

物の性格、内容についての若千の検討を行ったが、浅学のため十分な分析をなしたとはいいが

たい。一読 していただき御叱正・御教授いただければ幸いである。本書が縄文文化・時代の研

究の一助 となれば幸いである。

最後に発掘調査及び遺物整理、本書作成に当り御協力・御指導いただいた関係各位に対し、

心より厚 く感謝申し上げます。
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次郎構遺跡は、曽利式後半期にのみ集落が営 まれた。曽利式期の集落は、前半 と後半 とで、

若千の時間幅をもって継続するのが多くの場合であるが、次郎構遺跡のように、後半期に僅か

な期間でもって、集落が廃絶される事例 が散見される。ここでは、各遺構の時期をより細か く

区分 し、そうした特徴的な集落の形成・廃絶の過程 を概観 したい。なお、報告書作成の時間的

制約上、提示 しきれなかった資料が少なからずある。それらは、補図 として付編後半に掲載 し

た。一部重複する図もある。 また、土器片断面図については、 口縁部破片のみ断面図を提示 し

た。以上の不備については、 どうかご寛宥いただきたい。

編年基準の検討

本文でも、遺構の時期について触れているが、ここではもう少 し、細分 した編年基準をもと

に、遺構の時期 を考えてみたい。

曽利式の編年は、1987年 に刊行 された、中央自動車道関連の 2遺跡、すなわち、柳坪遺跡 と

釈迦堂遺跡の報告書中の考察をもって整備 され、その後さしたる追加、変更を加えることな く、

現在に至っている。

この 2編年柔は、日縁部文様帯 とその衰退過程の捉え方の違いにより、特に後半部分が大 き

く異なっている。ここでは、ハの字の綾杉文地文の上器に、蛇行沈線が施されたり、蛇行沈線

をもつ条線地文土器が共伴するという経験的事実から、釈迦堂遺跡での編年柔 (小野1987)に

従っておきたいが、そのままでは、次郎構遺跡の遺構のほとんどが曽利新式第 4段階に含まれ

てしまう。そこで、次郎構遺跡出上の土器を基準に、曽利新式第 4段階をさらに 3細分 し、遺

構の動態を考察 したい。

細分の内容 と基準は以下のとお りである。

曽利新式第 4段階 1期

条線地文主体で、ハの字綾杉文地文はまだみられない。条線地文は、蛇行沈線をはさんで、

ハの字を構成するが、傾 きが少なかったり、水平であるものが多い。

曽利新式第 4段階 2期

条線地文主体で、ハの字綾杉文地文はまだみられない。蛇行沈線の左右で、それぞれハの字

を構成する条線地文がみられるようになる。

曽利新式第 4段階 3期

ハの字綾杉文地文が登場する。曽利新々式に くらべて、地文 となる綾杉文は、深 く力強 く施

文される。ハの字の酉己列 も整っている。

なお、加曽利 E式の編年は、鈴木 (1988)に 従っておきたい。

遺構の時期

上記の細分基準により、遺構は次の表のとお り、時期決定 した。
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潰 横 番 時 期 図 版 番 号

S B01 新式 4段 階 3期 41図 1、 補 図 1-1～ 3

S B02 斯 式 4段 階 3期 41図 3～ 7、 補 図 1-4～ 2-1
S B03 新式 4段 階 3期 41図 8～ 42彊巨10、  69優]296

補 図 2-2～ 9

S B04 新 式 4段 階 2期 42図 11～ 43図 20、 69図 297
補 図 2-10～ 3-1

S B05 新 式 4段 階 3期 43図 21～ 46図 54、 69図 298
補 図 3-2～ 8

SB 斯 式 4段 階 2期 46園 55～ 48図 88、 補 図 3-9～ 4-4
S B07 斯 式 4段 階 1期 48図 84～ 51図 104、 補 図 4-5～ 8

SB 新 式 4段 階 3期 51図 105～ 52図 l18、  69図 299
S B09 新式 4段 階 2期 47図 63、 53図 119～ 120、  69図

300、 補 園 4-9～ 5-3
S B10 斯 式 4段 階 8～ 3期 補 図 5-4～ 8

SB 新 式 4段 階 3期 53図 -121-122、  補 図 5 - 9～ 12

SB 式 4段 階 1～ 2期 53図 -123～ 125

S K0 式 4段 階 3期 54図 126～ 127、 補 図 5-18～ 20
S K03 利 E3式 54図 128～ 130、 補 図 5-21～ 23

SK 曽 不 補 凶 5-24～ 33
SK 式 4段 階 3期 55図 131

SK 55図 132、 補 図 5-34～ 6-11
SK 2 新 云 4段 階 3期 55園 -133、 補 図 6-12～ 15

S K22 新 式 4段 階 も 期 補 図 6-16～ 20

S K23 斯 式 4段 階 3期 補 図 6-21～
S K26 新 式 4段 階 3期 55図 134、 自́園 6-26～ 32

S K29 新 , 4段 階 3期 55関 14馬 ～ 186

S K41 新 4段 階 2期 55図 137-56図 139、  補 図 7 - 1 ～ 2

S K42 新 式 4段 階 1期 補 図 7-3～ 9

SK 斯 式 4段 階 3期 56凶 140、 補 凶 7-10～ lZ

S K45 新 式 4段 階 3期 補 図 7-13～ 15

S K47 新 式 4段 階 3期 補 図 7-16～ 22

SK 新 式 4段 階 3期 56屋□141′‐142
S K52 加 曽利 E3式 69E]302
S K54 新 式 4段 階 3別 補 図 7-23～ 27

S K59 雪 利 新 々 式 補 岡 7-ヲ R～ 岳 -7

S K62 千式 4段 階 3期 56図 144、 補 図 8-8～ 12

S K63 日曽 利 E4a式 56凶 143、 補 凶 3-13～ lb

SK 加 曽 利 E4a式 57図 145、 補 凶 8-16～ 18

S K68 新 式 4段 階 3期 補 園 8-19～ 24

S K69 新 式 4段 階 3期 縮 関 8-夕 5～ 呂

S K73 新式 4段 階 3期 補 図 8-32～ 37
SK 4 式 4蚊 階 Z別 57図 146、 補 図 9-ユ
S K78 鶏I野 々 式 補 関 9-2～ 4

SK 9 曽利 新 々式 補 園 9-5
S K82 加 曽 利 E3式 57図 147

SK 8 加 曽利 E4b式 縮 図 9-fl

SK 3 加 曽利 E3式 補 園 9-7～ 8

S K94 斯 式 4段 階 3期 57図 148、 69図 301、 補 図 9-9
S K95 新 式 4段 階 3期 58図 149、  菊甫図 9-10～ 11

S K96 曽 剤 斯 々 式 58図 150

SK 新 式 4段 階 3期 補 図 9-12～ 14

SK 新 式 4蚊 悟 58図 151、 補 図 9-15～ 1

SK 新 フ 4段 階 2期 補 凶 9-17～ 18

SK 新 デ 4段 階 ユ期 h呂 関 lbZ～ lb3

SK 新 式 4段 階 3期 籍 bd 9-19～ 75

SK 千式 4段 階 3期 補 図 9-26～ 31

SK 式 4段 階 3期 布H関 9 -HZ～ 呂r

SK 式 4段 階 3期 補 図 9-38～ 39

SK 新 式 4段 階 3期 補 図 9-40～ 41

SK 新式 4段 階 3期 補 図 9-42～ 44

SK 新 式 4段 階 2期 補 凶 9-45～ 47
SK F式 4段 階 3期 補 図 10-1～ 5

SK 4段 階 3期 58図 154、 補 図 10-6～ 7

SK 新 々式 補 図 10-8～ 14
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SK 6 斯 4段 階 3期 補 凶 0

SK 新 式 4段 階 1期 補 図 0-20～ 23
SK 1 新 式 4段 階 3期 補 図 0-24～ 25
SK 新 式 4段 階 3期 58図 55、 補 図 10-26
SK 新 式 4段 階 3期 58図 57、 補 図 10
SK 新 式 4段 階 3期 b9凶 58～ 159
SK 新 式 4段 階 58図
MP 1 新 式 4段 階 3期 59図
MP 新 式 4段 階 59図
SX 新式 4段 階 3期 補 図 -13～ 17 60図 162 62図 206

遺構と遺物の検討

以上のように次郎構遺跡は、 S B07号住居など新式 4段階 1期 をもって集落が形成されはじ

め、住居は新式 4段階 3期 をもって廃絶する。新式 4段階 3期に属する遺構が分いのは、なお

この時期が細分 され うる可能性を示す ものと考えられる。このフミについては後 日、再論 したい。

土坑 も住居 とほぼ同様の推移 を示すが、住居が廃絶された後 も土坑はつ くられ続けたらしい。

特に S K63、 64な ど、加曽利E3式以降の遺物のみが出土する土坑があ り、加曽利E3式後半

頃から、加曽利 E式土器が卓越することがうかがえる。

加曽利E4式 と曽利式の明確な共伴事例は S K47な ど僅か しかみられなかったものの、 SK
Hでは、縄文 とヘラ描 きの退嬰化 したハの字文を地文に有 し、断面が三角形の微粒起線をもつ

土器片が出土 してお り、注目される。こうした加曽利 E4式 といわゆる曽利V式の折衷土器は、

このほか、曽利遺跡 4号土坑例、尾崎遺跡30号住居例などを拳げることができ、曽利式最末期

と加曽利 E4式の併行関係 を示す根拠 とも考えられている。 しか し、曽利式最末期の土器の姿

が未だおぼろげにしか分からないなかで、こうした土器は、平林 (1990)の いう、「変容 し、再

移入されたJ加曽利 E式のなかにおかれるべ き土器である可能性 もあ り、安直に併行関係を述

べる根拠 と考えてよいものかどうか、悩む ところでもある。次郎構遺跡では、加曽利E4式 と

曽利式最末期の併行関係 を肯定するものの、曽利式は変容 した形で命脈 を保ちながら、加曽利

E4式に先立ち消減 したと考えておきたい。

S K45で は、唐草文系土器が出上 しているのが注 目される。

次郎構遺跡の住居の構造は、円形プランに 4本柱穴がほとんどである。 S B01、 S B04な ど

を除 くと、柱穴が壁面に沿って配されている。やや大型の S B07では、周溝中に小 ピットがい

くつか検出され、主柱穴 と壁柱穴 という構造がみられる。

埋甕は S Bo2で 1基、 S B05で 2基、 S B06で 1基、 S Bo7で 2基、 S B08で 3基、 S B09

で 2基 と、 5割の住居が埋甕を有 し、 3割の住居が複数の埋甕を有する。 もっとも多いのは、

曽利新式 4段階 2期 とされる土器であ り、 3期に該当するのは、 S B08の 1号埋甕のみである。

紙幅の制約上、気がついた点を羅列するにとどまってしまったが、報告書 と検討の不備につ

いては、後 日、曽利式上器後半の編年の再検討 とともに再論する予定である。大方のご教示を

お願いしたい。
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